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● この度は、精密リニアアクチュエータＬＡＨ-８０シリーズを 
ご採用頂き誠にありがとうございます。 

● 本製品の取扱いや使用方法を誤りますと、思わぬ事故を起こしたり、
製品の寿命を短くすることがあります。長期にわたり安全にご使用
頂くために、本書をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

● 本書に記載されている内容は、予告なく変更することがありますの
でご了承ください。 

● 本書は大切に保管してください。 

● 本書は必ず最終ユーザー様へお渡しください。 
 

Ｉ Ｓ Ｏ 認 証 取 得              



リニアアクチュエータシリーズ
サーボシステムを安全にお使いいただくために  

警告：取扱を誤った場合、死亡又は重傷を負う可能

性が想定される内容を示しています。 
注意：取扱を誤った場合、傷害を負う可能性が

想定される内容及び物的損害の発生が予

想される内容を示しています。

用途の限定：本製品は、次の用途へのご使用には考慮されていません。 
＊ 宇宙用機器  ＊航空機用機器  ＊原子力用機器  ＊家庭内で使用する機器、機具  ＊真空用機器 
＊ 自動車用機器  ＊遊戯用機器  ＊人体に直接作用する機器  ＊人の輸送を目的とする機器  ＊特殊環境用機器 

上記のような用途にご使用の際には、あらかじめ弊社にご相談ください。 
※本製品を、人命にかかわるような設備及び重大な損失の発生が予測される設備への適用に際しては、破壊によって出力が制御不能になっても、事故にならないよう安全装置を設置してください。 

アクチュエータご使用の際に注意していただきたいこと

 
 
注意 

設計上の注意  設計される場合には技術資料を必ずお読みください。

決められた環境でご使用ください。 
●アクチュエータは屋内使用を対象としています、次の条件を守ってください。
＊周囲温度：O～40℃ 
＊周囲湿度：20～80%RH(結露しないこと) 
＊振動：24.5m/s2以下 
＊水、油がかからないこと 
＊腐食性、爆発性ガスのないこと 

 
 
注意 

決められた精度で取り付けてください。 
●アクチュエータの取付けは相手機械との芯出しを技術資料に基づいて正確に
行ってください。 

●アクチュエータ出力ロッド（出力軸）の相手機械への固定方法は技術資料に
基づいて正確に行ってください。 

●芯ずれがあると振動や出力ロッドの破壊につながります。 

 
 
警告 

リニアアクチュエータの出力ロッド（出力軸）の動作範囲内に手等を入れないでください。
●出力ロッドには、大きな推力が出力されます。動作範囲内に手などを入れると負傷する恐れがあります。 

●ＬＡＨ‐８０シリーズ：最大推力３０００Ｎ（３０６ｋｇｆ） 

 

注意 

ご使用上の注意 運転される場合は技術資料を必ずお読みください。

最大推力を超えて使用しないでください。 
●最大推力を超えての使用は精度悪化、故障の原因になります。 
ＬＡＨ‐８０シリーズ：最大推力３０００Ｎ（３０６ｋｇｆ）  

注意 

コンセントに直接接続しないでください。 
●アクチュエータは専用のドライバに接続しないと運転できません。 
●直接商用電源をつなぐことは絶対にさけてください。アクチュエータが壊れ、
火災になることがあります。 

アクチュエータをたたかないでください。 
●アクチュエータはエンコーダが直結されていますのでたたかないでください。
●エンコーダが破壊するとアクチュエータが暴走することがあります。 

 

リード線は引っ張らないでください。 
●リード線を強く引っ張ると接続部が損傷し、アクチュエータが暴走すること
があります。 

 
 

注意 

 

注意 
出力ロッドの当て止め使用はしないでください。
●アクチュエータ駆動系の破損の原因になり故障・寿命低下の恐れがあります。

濡れた手で操作しないでください。 
●感電の恐れがあります。  

注意 

 

注意 
運転時には本体に触らないでください。 
●出力ロッドは高推力を発生するため、誤配線等により暴走する場合があります。
●運転中のアクチュエータ表面は高温になる場合があります。 

出力ロッドに自己保持機能はありません。
●アラーム停止や電源遮断時には負荷荷重を保持することができませんので、
外部へ危険を回避する機能を付加してください。  

注意 

 

注意 
修理・分解・改造をしないでください。 
●感電・けが・火災の恐れがあります。また、当初の性能を再現できなくなりま
す。 

  

注意 

 



 

 

警告 

ご使用上の注意 運転される場合は技術資料を必ずお読みください。

通電中は配線変更をしないでください。 
●配線の取り外し、コネクタの抜き差しは必ず電源を切ってから行ってください。
感電や暴走の危険があります。 

 

 

警告

電源オフ後 5分間は、端子部に触れないでください。 
●電源を切っても内部に電気がたまっています。感電防止のため、点検作業は
電源オフ後、5分以上たってから行ってください。 

●設置にあたっては、内部の電気部品に簡単にさわれない構造としてください。
 

 

注意 

耐電圧試験は行わないでください。 
●メガーテスト及び耐圧試験は行わないでください。ドライバの制御回路を破壊
します。 

●このような使用に当たっては弊社にご相談ください。 
 

 

注意 

電源のオン/オフでの運転はできません。 
●電源のオン/オフを頻繁に行うと内部回路素子の劣化を招きます。 
●アクチュエータの運転/停止は、指令信号で行ってください。 
 

ドライバご使用の際に注意していただきたいこと

設計上の注意  設計される場合には技術資料を必ずお読みください。

決められた環境でご使用ください。 
●コントロールユニットは屋内使用を対象としています。次の条件を守ってくだ
さい。 

＊取付方向は垂直にし、十分空間を設ける。 
＊0～50℃、95%RH 以下（結露しないこと） 
＊振動、衝撃のないこと 
＊水、油がかからないこと 
＊チリ、ほこり、腐食性、爆発性ガスのないこと 

ノイズ処理、接地処理を確実に行ってください。 
●信号線にノイズが乗ると振動や動作不良が起こります。次の条件をお守りく
ださい。 

＊強電線と弱電線は分離してください。 
＊配線は極力短くしてください。 
＊アクチュエータ、ドライバの設置は 1 点接地で第 3 種接地以上としてくださ
い。 

＊モータ回路に電源入力用フィルタを使用しないでください。 

 

注意 

 

注意 

廃棄について アクチュエータ及びドライバの廃棄

 

注意 

産集廃棄物として処理してください。 
●廃棄する場合は、可能な限り分解し、材料表示してある部品は表示に従い分別し産業廃棄物として処理してください。 
 

 

注意 

停電時にはコントロールユニット、ドライバ等の電源を切っ
てください。 
●突然の再始動により、けがや装置破損の恐れがあります。 

 

注意 

濡れた手で触らないでください。 
●感電の恐れがあります。 

 

注意 

修理・分解・改造をしないでください。 
●感電・けが・火災の恐れがあります。また、当初の性能を再現できなくなりま
す。 
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Ⅰ.技術資料編 

１．概 要 

リニアアクチュエータＬＡＨ-８０シリーズは、精密ボールねじとハーモニックドライブ、 

ステッピングモータを組み合わせた、高速送り可能な高精度・中推力タイプのリニアアクチュエータです。 

 

リニアアクチュエータＬＡＨ-８０シリーズは、 

 

◆サブミクロン単位の直線位置決めが可能 

◆高い位置決め精度と繰り返し精度 

◆小型・中椎カタィプ 

◆高速送り可能（ステッピングモータタイプ） 

◆エンドリミットセンサ搭載 

◆優れた耐久性 

等の特長を持っています。 
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2.型式Ｃ記号 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＬＡＨ-８０-５０ ２０-Ｆ-ＰＡ 

ＬＡＨシリーズ 

サイズ 

ストローク（ｍｍ） 

ステッピングモータ軸形状 

 ＰＡ：反負荷側軸なし 

 ＰＢ：反負荷側軸あり  

定格推力：２０００Ｎ 

フランジ取付型 
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3.仕 様 

3-1リニアアクチュエータ          

型式 

項目 

       
LAH-80-5020-F-PA/PB     

 

ストローク ５０ｍｍ(±２５ｍｍ) 

リミットセンサ動作時ストローク ５１ｍｍ(±２５.５ｍｍ)     

分解能 (注 1) ２μｍ         

最大送り速度 １０ｍｍ/Ｓ 

定格推力 (注 4) ２０００Ｎ(２０４ｋｇｆ) 

最大推力 (注 5) ３０００Ｎ(３０６ｋｇｆ)  

１０μｍ/ストローク５０m 一方向位置決め精度(注 2) 

４μｍ/ストローク２ｍｍ 

繰返し位置決め精度 (注 2) ±１μｍ/ストローク１ｍｍ 

反転位置決め精度   (注 2) １０μｍ/ストローク１ｍｍ 

アキシャル剛性    (注 3) ４０Ｎ/μｍ 

許容最大静止アキシャル荷重(注 3) ４０００Ｎ 

許容最大ラジアル荷重  (注 3) ６０Ｎ 

許容最大回転モーメント (注 3) １Ｎ．ｍ 

荷重方向 押出方向および引込方向 

構造 全閉自冷 

潤滑 グリース 

使用温度 １０℃～２５℃ 

周囲湿度 ２０～８０％ＲＨ(結露なきこと) 

 

 

環境性 

ステンレス製(但し、次の部品は除く.） 

胴部加工部品:アルミ製(黒色アルマイト処理)  モータ部：黒色塗装 

センサカバー:アルミ製(黒色アルマイト処理)  

モータフランジ:アルミ製(アルマイト処理)  

各部締結ねじ鉄製(黒染めまたはク□メート処理〕 

保存温度 -２０℃～５０℃ 

保存湿度 ２０～８０％ＲＨ(結露なきこと) 

取付方法 フランジ直結型 

据付方向 制限なし(垂直取付時には保持カに注意) 

 

駆動モータ 

 

ステッピングモータ:ＰＫ５６９Ａ(Ｂ)Ｗ 

オリエンタルモータ(株)社製 

スナッﾌ゚ 角  フルステｯプ:０.７２°/Ｓｔｅｐ 

ハーフステｯプ:０.３６°/Ｓｔｅｐ 

保護機能 エンドリミットセンサ搭載(ＳＭＣ社製:Ｄ-Ｆ７９) 

耐衝撃 ２９４ｍ/Ｓ2 (３０Ｇ)              

耐振動 ２４.５ｍ/Ｓ2（２.５Ｇ） 

質量 ５ｋｇ 

組合せコントロールユニット ＵＤＫ５１１４ＮＷ２ 

(注 1)ネジリード、減速機の速比、エンコーダの分割数からの計算値 
ステッピングモータタイプ:コントロールユニットハーフスナッブ時 

(注 2)JISB6201 準拠(評価方法は 4項参照) 
荷重方向は一方向荷重(取扱編 4.3 項参照) 
一方向位置決め楕度保証温度範囲は 20±1℃、他は使用温度(10-25℃) 

(注 3)5-1～5-4 項参照 
(注  4)モータ定格相当時のトルクによる発生椎カ  
(注 5)使用ボールねじの動定格荷重により決定される推力 
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3-2 専用コントロールユニット  

                  

型 式 ＵＤＫ５１１４ＮＷ２(オリエンタルモータ社製) 

適用アクチュエータ ＬＡＨ -８０ -５０２０ -Ｆ -ＰＡ /ＰＢ 

使用電源  単相１００～１１５Ｖ(－１５％,＋１０％)５０/６０Ｈｚ５.５Ａ 

励磁方式   フルステップ、ハーフステップ(内蔵スイッチにより選択) 

入力形式   フォトカプラ入力、入力抵抗２２０Ω、入力電流２０ｍＡ以下 

信号電圧 H:+4～＋5V,L:0～＋0.5V 

 

ＣＷパルス信号  
(パルス信号) 

ＣＷ方動作指令ﾊﾟﾙｽ信号  (１パルス入力方式のときは、動作指令パルス信号)

パルス幅５μｓｅｃ以上、立ち上がリ・立ち下がり蒔問２μｓｅｃ以下 
パルス立ち下り動作します。(負論値パルス入力） 

ＣＣＷ方向動作指令ﾊﾟﾙｽ信号 

(１パルス入力方式のときは、回転方向信号Ｈ:ＣＣＷ.Ｌ:ＣＷ) 

ＣＣＷパルス信号   
 (回転方向信号) 

パルス幅５μｓｅｃ以上、立ち上がリ・立ち下がリ時間２μｓｅｃ以下    

 パルス立ち上がりで動作します。(負誇僅パルス入力) 

"Ｌ"レベルのとき、モータヘの出力電流をオフし、モータシャフトを 

 

入

力

信

号 

出力電源オフ信号 
 
 

外力で回すことができます。 

"Ｈ"レベルのとき、(ＲＵＮ)スイッチで設定した運転電流をモータヘ供給しま

す。 

出力型式 フォトカプラ、オープンコレクタ出力(エミッタコモン) 

外部使用条件ＤＣ２４Ｖ以下、１０ｍＡ以下 

励磁タイミング信号 励磁シーケンスがステップ「０」のとき、信号を出力します。 

                            (フォトカプラ:ＯＮ) 

フルステップ時:１０パルスに１回出力 

ハーフステップ時:２０パルスに１回出力 

 
 
出

力

信

号 

オーバーヒート信号 ドライバ内部の温度が異常上昇したときに出力します。 

             (フォトカプラ:ＯＮまたはＯＦＦ、自動負復帰)

自動ホールドオフ機能によリモータを停止させます。  

機能  自動カレントダウン、自動カレントオフ、ステップ角切替、パルス入力切替 

表示(ＬＥＤ) 電源入力、励磁タイミング信号出力、オーバーヒート信号出力 

冷却方式 自然空冷 

 

絶縁抵抗 

常温常湿において、電源入力端子・保護接地用端子間、信号入出力端子・ 

モータ･出力端子間・保護接地端子間、信号入出力端子･電源入力端子間を 

ＤＣ５００Ｖメガで測定した値が１００ＭΩ以上あります。 

 

 

絶縁耐圧   

常温常湿において、以下の通りに 1分間印加しても異常を認めません。 

電源入力端子･保護接地端子間            ＡＣ１.２５ＫＶ ５０Ｈｚ 
モータ出力端子間・保護接地端子間       ＡＣ１.２５ＫＶ ５０Ｈｚ 
信号入出力端子・電源入力端子間         ＡＣ２.３ＫＶ   ５０Ｈｚ 
信号入出力端子・モータ出力端子間       ＡＣ２.３ＫＶ  ５０Ｈｚ 

 

周囲条件 

使用温度:０℃～＋５０℃       保存温度:－２０℃～＋７０℃ 

使用湿度:９５％ＲＨ以下       保存湿度:９５％ＲＨ以下 

(結露しないこと)           (結露しないこと) 

取付方法 ぺ一スマウント(壁面取付) 

質量 ０.９５ｋｇ    
 

※詳細は、オリエンタルモータ社のＵＤＫ５１１４ＮＷ２取扱説明書をご覧ください。 
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 3-3 エンドリミットセンサ仕様 

                        

センサ型式   Ｄ-Ｆ７９（ＳＭＣ社製） 

配線方式 ３線式 

出力方式 ＮＰＮタイプ 

出力論理  リミット検出時、トランジスタＯＮ 

 再現性 ±０.０３mm 

適応負荷   ＩＣ回路、ＰＬＣ、リレー 

電源電圧 ＤＣ５、１２、２４Ｖ（ＤＣ４.５～２８Ｖ） 

消費電流 １０ｍＡ以下 

負荷電流 ４０ｍＡ以下 

インジケータランプ ストローク限界検出時赤色発光ダイオード点灯 

ケーブル φ３.４ ２４ＡＷＧ ３心 

 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

※詳細は、ＳＭＣ社のカタログをご覧ください。 
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4.性能評価システムと評価方法 

リニアアクチュエータＬＡＨ-８０シリ一ズの性能評価はＪＩＳ Ｂ６２０１をもとに、弊社が独自に開発した 

評価システムにより、高精度位置決め用アクチュエータとしての、最適かつ必要な特性評価を行なっています。 

 
4-1 性能評価システム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な使用測定器具 

主な使用測定器具  

測定器   ハイデンハイン   ＣＴ６０Ｍ(精度:±０.１μｍ) 

カウンタ  ハイデンハイン   ＶＲＺ-２１０（分解能:０.０５μｍ) 

 
 
 

 

 

 

専用コントロールユニット

UDK5114NW2 
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4-2 性能評価方法 

①一方方向位置決め精度(ＪＩＳ Ｂ６２０１準処) 

ａ)出力ロッドを規定している引き込み側限界まで移動させ、そこから押し出し方向に 1mm 動かして 

その位置を基準位置とする。 

ｂ)基準位置から押出し方向に、1ステップ０.５ｍｍ(０.０２ｍｍ)送りで５０ｍｍ(２ｍｍ) 

について順次位置決めをおこない、それぞれの位置を測定する。 

 ｃ)それぞれの位置で、基準位置から実際に移動した距離と、移動すべき距離との差を誤差とし、 

その誤差の最大差を位置決め精度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②繰返し位置決め精度(ＪＩＳ Ｂ６２０１準処)  

ａ)出力ロッドを押出し方向に動かし、移動量中心(±０ｍｍ)まで移動させる。 

ｂ)その位置から押出し方向に１ｍｍ送り、その点をＡ1とする。 

ｃ)ポイントＡ1から、引込み方向に１ｍｍ送り、その点を測定しＰ1とする。 

ｄ) Ｐ1から再度押出し方向に１ｍｍ送りその点をＡ2とし、Ａ2から引込み方向に１ｍｍ戻してその点 

を側定し、Ｐ2とする。 

ｅ)この動作を計７回繰り返し、Ｐ1、Ｐ2… …、Ｐ7の最大差の１/２に(±)をつけて、繰返し 

位置決め精度とする。 
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③反転位置決め精度(ロストモーション) (ＪＩＳ Ｂ６２０１準処)  

ａ)出力ロッドを押出し方向に動かし、移動量中心(±０ｍｍ)まで移動させ、その点をＡｏとする。 

ｂ)Ａｏより押出し方向に１ｍｍ送り、その点をＡ1とする。 

ｃ)ポイントＡ1から引込み方向に１ｍｍ送り、その点を測定しＰ1とする。 

ｄ)さらに、Ｐ1から引込み方向に１ｍｍ送り、その点を測定しＡ1'とする。 

ｅ）ポイントＡ1'から押出し方向に１ｍｍ送り、その点をＰ1'とする。 

ｆ）b)～e)の動作を計 7回繰り返し、Ｐ1、Ｐ2、… …Ｐ7の平均値と、Ｐ1’、Ｐ2'、 

… …．Ｐ7'の平均値の差を、反転位置決め精度(ロストモーション)とする。 

 

5.機械的特性 

5-1 アキシャル剛性 

アキシャル剛性とは,出力□ッドに負荷荷重として引張荷重および圧縮荷重が作用した時,アクチュエータ 

固定フランジを基準とし、出力ロッドアキシャル方向に１μｍ弾性変形させる時の負荷荷重値を示します。 

ＬＡＨ-８０シリーズのアキシャル剛性は４０Ｎ/μｍになります。 

 

5-2 許容最大静止アキシヤル荷重(Ｆｏａ） 

許容最大静止アキシャル荷重は、リニアアクチュエータ停止時(サーボロック時等)に出力ロッドの 

ストロークにかかわらず許容されるアキシャル荷重(引張荷重および圧縮荷重)を示します。 

ＬＡＨ-８０シリーズの許容最大静止アキシャル荷重は４０００Ｎになります。 
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5-3 許容最大ラジアル荷重(Ｆｒ） 

許容最大ラジアル荷重とは出力ロッドの移動量が最大(＋２５ｍｍ)で、アクチュエータ停止時(サーボロック時等)、 

および運転時に出力ロッド先端に許容されるラジアル荷重を示します。 

ＬＡＨ-８０シリーズの許容最大ラジアル荷重は６０Ｎとなります。 

 

5-4 許容最大回転モーメント(Ｔｍ） 

許容最大回転モーメント(Ｔｍ)は出力ロッドのストロークにかかわらず、アクチュエータ停止時、 

および運転時に出力ロッドに許容される最大回転モーメソトです。 

ＬＡＨ-８０シリーズの許容最大回転モーメントは１Ｎ・ｍとなります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

5-5 出力ロッド移動方向 

リニアアクチュエータ出カロッドの移動方向は(＋)方向入力指令で、ロッド引込方向に移動します。 
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5-6 耐衝撃 

リニアアクチュエータを水平に取り付け、上下、左右、前後方向の衝撃を加えた時、衝撃加速度 

２９４ｍ/ｓ2(３０Ｇ)にて衝撃回数３回以下です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図 ８  

5-7 耐振動 

リニアアクチュエータの耐振動は、上下、左右、前後方向とも振動加速度２４.５m/ｓ2(２.５Ｇ) 

(周波数１０～４００Ｈｚ)です。この値以下での使用が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                            図 ９  

                   図 ９  

     出力ロッドに直接衝撃を加えることは、絶対に避けてください。 

 

注 意

     位置決め精度を必要とする場合は無振動で使用してください。 

 

注 意



ＬＡＨ―８０シリーズ 技術資料 

 

- 11 - 

5-8 寿命 

リニアアクチュエータＬＡＨ-８０シリーズの寿命は、使用している精密ボールねじの疲れ寿命が 

アクチュエータとしての寿命になります。寿命は次式により求められます。 

 

                       １ 
            Ｌｓ=           ×８.６５×１０10(ｋｍ) 
               (Ｆａ×ｆｗ)3  

 
 

Ｌｓ：延べ走行距離寿命（１０％破損確率）(ｋｍ) 

Ｆａ：推力(軸方向荷重)(Ｎ) 

ｆｗ：荷重係数（運転条件による係数） 

 

衝撃のない円滑な運転のとき 

普通の運転のとき 

衝撃振動を伴う運転のとき 

１.０～１.２ 

１.２～１.５ 

１.５～３.０ 

  
Ｌｓ(延べ走行距離寿命):リニアアクチュエータを同じ条件で運転させた時、そのうち９０％が 

転がり疲れ(ボールねじ)によるはくりを起こすことなく運転できる走行距離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     振動衝撃を伴う運動では著しく寿命が低下します。 

 

注 意 
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6.接続 

端子台・コネクタピン配列や具体的な操作方法は、ステッピングモータドライバＵＤＫ５１１４ＮＷ２ 

(オリエンタルモータ(株)殿)の取り扱い説明書をご覧下さい。 
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7.外形寸法 

(ａ)リニアアクチュエータ：ＬＡＨ-８０-５０２０-Ｆ-ＰＡ/ＰＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※移動量±０mm を示す。 

 
 
 
 

(b)ドライバ：ＵＤＫ５１１４ＮＷ２ 
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Ⅱ．取扱説明書 

リニアアクチュエータＬＡＨ－８０シリーズをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

ＬＡＨ－８０シリーズの取扱い、注意事項などについてまとめた取扱説明書です。 

先に述べた＜安全にお使いいただくために＞の内容と一部重複する点もありますが、 

本製品をご使用になる前に、必ずお読みのうえ、正しくお使いください。 

また、一読されたあとも保管し、必要なときに参照できるようにしてください。 

本製品についてご不審の点、お気付きの点などありましたら代理店または当社営業所にご連絡ください。 

  
1.開梱時の点検 
リニアアクチュエータがお手元に届きましたら、まず次の点をお調べください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上ほかの、ご不審な点などございましたら、代理店または当社営業所にご連絡ください。 

 

 

2.取扱上の  注意 

リニアアクチュエータを取り扱う際、下記の点をご注意ください。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆リニアアクチュエータの修理、分解、改造はおこなわないでください。
 
◆リニアアクチュエータを持ち運ぶ時は胴部をしっかり持ち、各種リード線を引張

り上げないでください。電気的な接触不良となるばかりか、断線等の故障の原因
となり性能を保証できなくなります。落下により、けがの恐れがあります。 

 
◆リニアアクチュエータには衝撃を与えないでください。故障や精度の劣化、 

異音等の原因となります。 

             特にエンコーダ部や出力ロッドには衝撃を与えないでください。 

 
◆リニアアクチュエータの出力ロッドの最大数推力は３０００Ｎです。最大推力 

以下でご使用ください。ステッピングモータタイプは最大推力を制限するよう

にドライバ側で電流制限をおこなってください。 

 
◆リニアアクチュエータエンコーダ部の絶縁抵抗は、製品検査時に確認して 

います。お客様での測定はしないでください。 

注 意 

◆現品がご注文通りのものか、ご確認ください。 
 
◆モータとコントロールユニットおよびドライバは指定された組み合わせで

ご使用ください。感電、けが、火災の恐れがあります。 
 

◆輸送中に破損した箇所はないか、ご確認ください。けが、故障の原因に 
なります。 
 

◆締め付け部に緩みはないか、ご確認下さい。感電、けが、故障の原因に 
なります。 
 

◆特別なご注文の部品などが添付されているか、ご確認ください。 

注 意 
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3.構造および各部名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

      

          

   

 

 

① 出力ロッド              ⑦モータフランジ   

(材質：ｽﾃﾝﾚｽ)               (材質：ｱﾙﾐ、表面処理：ｱﾙﾏｲﾄ) 

② 取付フランジ             ⑫(＋)エンドエンドリミットセンサ用リード線 

(材質：ｽﾃﾝﾚｽ)          

③ 出力ロッド固定用ねじ         ⑬(－)エンドエンドリミットセンサ用リード線 

 (Ｍ８対応)         

      ④ 胴部パイプ              ⑭センサカバー 

             (材質:ｱﾙﾐ、表面処理：黒色ｱﾙﾏｲﾄ)         (材質：ｱﾙﾐ、表面処理：黒色ｱﾙﾏｲﾄ) 

             

⑤ リニアアクチュエータ取付用穴         ⑮ステッピングモータ 
（Ｍ６対応）                 

               
⑥ ハウス                ⑯ステッピングモータ用リード線 

(材質：ｽﾃﾝﾚｽ)                
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 4.設計上および使用上の 注意 
使用方法や使用環境が悪いと性能が十分に発揮できないばかりか、製品寿命を縮めたり思わぬ不具合が生じますので、

次にあげる事項についてご注意ください。 

 
4-1 使用環境 

リニアアクチュエータは次のような環境下でご使用ください。 

 
  ◆ 屋内 

 
 ◆ 周囲温度：１０℃～２５℃ 

◆ 周囲湿度：２０％～８０％ＲＨ以下(結露なきこと) 

◆ 振  動：２４.５ｍ/ｓ2以下、ただし、位置決め精度を必要とする場合は無振動状態で 

使用してください。 

◆火や油のかからないこと。 

◆腐食性ガス・爆発性ガス・塵埃がないこと。 

 
4-2 リニアアクチュエータの取付け 

 
 
 
 
 

 

 

取付フランジを使用し、Ｍ６の六角穴付きボルト（強度区分１０.９以上)等を用いて、リニアアクチュエータを固定して

ください。ボルトとタップ穴でのねじ部嵌合が８ｍｍ以上確保できるようなボルト長、タップ穴加工をしてください。ま

た、φ７５ｈ７のインローを使用し、相手機械との軸芯のずれがないようにしてください。図１３にリニアアクチュエータ

取付け加工寸法を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆リニアアクチュエータは確実に固定してください。けが、装置破 
     破損の恐れがあります。 
 
    ◆リニアアクチュエータには乗ったり、ぶらさがったりしないでくだ

さい。けがの恐れがあります。  注 意 
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4-3 荷重方向について 

 

荷重(推力)方向は、出力ロッド押出し方向および引込み方向のどちらも対応可能です。 

出力ロッド押出し方向と引込み方向で荷重方向が変化する場合は、リニアアクチュエータ各構成要素 

の弾性変形量が関与する為、特に反転位置決め精度が悪化します。位置決め精度が必要な場合はどちらか 

一方向で使用してください。 

 

4-4 出力ロッドの相手機械への固定方法 

 

出力□ッドの相手機械への固定方法はＭ８の六角穴付きボルト(強度区分１０.９以上)等を使用し、ボルトと 

出力ロッドタップ穴でのねじ部嵌合が８ｍｍ以上確保できるようなポルト長を選んでください。 

また、φ１２ｈ７のインローまたは出力軸ロッド外径φ２５ｈ７を使用し、相手機械との軸芯のずれがない 

ようにしてください。 

また、市販のロッドエンド等による固定も可能です。軸心のずれがないように固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

4-5 出力ロッドの押出し、引込み限界 

 

ａ)出力ロッドの押出し、引込み限界は図１５に示す範囲内としてください。 

リニアアクチュエータには押出し限界に対応した(＋)エンドリミットスイッチ、引込み限界に対応した(－)エンド

リミットセンサを搭載しています。それぞれ工場出荷時の動作点を図１５に示します。 

ｂ）図１６に示す機械的限界に突き当ててしまうと、性能の劣化・寿命の低下の原因となり、場合によっては内部破

損に至る恐れがあります。したがって、各リミットセンサが動作したら、即モータが停止する制御として 

ください。 

ｃ）試運転や制御シーケンス等確認運転時は低速(送り速度０.５ｍｍ/ｓ以下)、無負荷にて動作確認をおこなって 

ください。動作プログラムのミスや誤配線等による暴走時のダメージを緩和します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆出力ロッドに回転モーメントやラジアル荷重が採用しないように、 
 相手機械に回り止め機構や直線案内機構等を設けてください。故障や
精度劣化、寿命の低下の恐れがあります。 

 
     ◆出力ロッドには摺動をスムーズにおこなう為、グリースが薄く塗られ

ています。 

注 意 
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4-6 エンドリミットセンサの調整 

 

エンドリミットセンサの動作範囲を図１４、図１５の範囲内で、任意に設定することができます。 

ａ)センサカバーを固定しているナベ小ねじを外します。 

ｂ)センサ固定用ナベ小ねじをわずか緩めます。 

ｃ)センサをレールに沿って所定位置まで移動させ、ねじで固定します。 

ｄ)センサカバーをねじで固定します。 

ｅ)リニアアクチュエータを低速・無負荷で運転し、それぞれのセンサの動作を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4-7 配線 

◆図 14、図 15 に示すご使用可能範囲を越えた移動量での使用はおこなわ
ないでください。故障や精度劣化、けがの恐れがあります。 
 

    ◆各エンドリミットセンサをユーザコントローラ等に接続し、センサが動
作したら即モータが停止する制御としてください。故障や精度劣化、 
けがの恐れがあります。 

注 意 

◆エンドリミットセンサの調整は通電状態でおこなわないでください。 
電源を切ってから調整してください。感電や焼損のおそれがあります。 

 
◆エンドリミットセンサは確実に固定してください。 
 緩みがあると動作不良による故障、けがの恐れがあります。また緩めすぎ

るとセンサ固定用ナットが外れる恐れがあります。紛失しないよう注意し
てください。紛失した場合はＪＩＳ規格Ｍ３ナットにて代用可能です。 

     
     ◆エンドリミットセンサ用リード線を無理に曲げたり、引っ張ったり、挟み

込んだりしないでください。断線の原因になり、センサ動作不良、故障、
けがの恐れがあります。  

  
◆必要のないねじ等は緩めたり、外さないでください。故障、精度劣化、  

      けがの恐れがあります。 

注 意 
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コントロールユニットは数ｍＶ以下の信号を処理する制御装置で.す。次の事項を守り、配線をおこなってください。 

(1)入出力信号ラインには、必要芯数のツイストペアシールドケーブルを使用 

してください。コントロールユニットを複数台ご使用の場合は、各コントロールユニットごとに単独 

で使用してください。また、配線長さ(ケーブル延長)は可能な限り短くしてください。 

尚、配線長さの目安は次の通りです。 

１.指令入出力信号ライン:３ｍ以下 

 (2)接地線は線径０.７５ｍｍ２以上で 1点接地としてください。接地は第３種接地(接地抵抗値１００Ω以下) 

以上を推奨します。 

(3)配線長さは可能な限り短くしてください。 

(4)ノイズによる誤動作の為.次の措置をとってください。 
◇ノイズフィルタ、コントロールユニットは可能な限り近距に配置してください。 

◇リレー、電磁接触器、ソレノイドなどのコイルには必ずサージ吸収回路を挿入してください。 

◇パワーライン(ＡＣライン、モータラインなどの強電回路）と信号ラインは３０ｍｍ以上離して、 

配線し、同一ダクトを通したり一緒に束線しないでください。 

◇電気溶接機、放電加工機などの同一電源でなくても、近くに高周波雑音発生源がある場合は、 

電源および入力回路にノイズフィルターを設置してください。 

◇コソトロールユニットはスイッチングアンプを使用していますので、信号ラインにノイズが 

のることがあります。特に、アナログ入力の配線は、終端がオープンになることがないよう 

にしてください。 

(5)ラジオ障害対策 

コントロールユニットは産業用機器の為、ラジオ障害対策は施していません。したがって、民家 

の近くで使用する場合やラジオ障害が問題になる場合は、電源ラインの入力にラインフィルタを 

入れて使用してください。 

(6)信号ラインに使用するケーブルの芯線は細い為、無理に曲げたり、引っ張ったりしないように注意 

してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

5.運 転 

◆配線は接続図に基づき確実におこなってください。誤配線や接続不良が 
あると、アクチュエータの暴走や誤作動、焼損、けがの恐れがあります。 

 
◆コントールユニットの入力、各種信号線、センサ駆動電圧は仕様や接続図を

守って接続してください。使用範囲を越えた電圧を印加したり、誤配線が 
あると、誤作動、故障、焼損やけがのおそれがあります。 

 
◆配線長さは可能な限り短くしてください。 
 

     ◆ノイズ対策をおこなってください。対策をしないと誤作動の原因になります。
 
     ◆通電前に配線を確認してください。誤配線があるとアクチュエータの暴走や

誤作動の恐れがあります。 
      

◆電線を無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。誤作動の原因に 
なります。  

注 意 
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5-1 運転上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 微小移動量での繰り返し運転について 

 

 

 

 

 

 

２ｍｍ以下の往復運転のみでは、ホールねじのグリース切れが心配されます。 

グリース切れが生じると、異常摩擦やかじりの原因になり、位置決め精度劣化、寿命低下の恐れがあります。 

１０００回に２～３回程度、４ｍｍ以上の運転をおこない、ボールねじにグリースを馴染ませてください。 

詳細は代理店または当社営業所へご相談ください。 

 

5-3 試運転 

    リニアアクチュエータの出力ロッド（移動軸）に手等を 

入れないでください。 

 

    電源オフ後３分間は、端子部に触れないでください。 注 意 

◆時々、４ｍｍ以上の運転をおこない、ボールねじの潤滑状態を改善して

ください。位置決め精度劣化、寿命低下の恐れがあります。 

  注 意 

◆電源オン/オフでの運転はできません。内部回路素子の劣化を招きます。 
 
◆アクチュエータの運転/停止は、指令信号でおこなってください。 

  
     ◆出力ロッド当て止めによる制御方法はしないでください。故障、性能劣化

の恐れがあります。 
  
     ◆運転中、出力ロッドを含めた可動部には接触しないでください。 

押し込まれたり引き込まれたり等、けがの恐れがあります。 
 
     ◆通電状態での接続作業をしないでください。電源を切ってから作業して 

ください。感電や焼損の恐れがあります。 
 
     ◆最大送り速度を越えないように運転してください。故障、精度劣化の恐 

があります。 
 
     ◆異常が発生した場合は直ちに非常停止をおこなってください。感電、けが

の恐れがあります。 
 

◆負荷を作用させた状態でリニアアクチュエータを暴走させ、機械的限界移
動量を越えると、故障、けがの恐れがあります。また、電気的復帰が困難
になる恐れがあります。 

 

      ◆暴走によるアラーム停止やドライバ電源断時は負荷荷重を保持できません。出力

ロッドが負荷荷重により逆移動させられる恐れがあります。 

注 意 
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試運転は次の事項を確認し、無負荷状態・低速で実施してください。  

 

  ◇試運転前の確認事項 

 

◆リニアアクチュエータが確実に取付けられているか。 

◆モータおよびエンドリミットセンサ用リード線が正しく配線されているか。 

◆出力ロッドの移動範囲内に干渉するような障害物はないか。 

 

◇試運転時の確認事項 

 

◆異常振動はないか。 

◆モータ部の温度が異常に上昇していないか。 

◆出力ロッドの動きがスムーズであるか。 

◆それぞれのエンドリミットセンサが動作し、運転が停止するか。 

 

   ①出力ロッドの移動量および送り速度は型式により次式のようになります。 
 

(1)ＬＡＨ-８０-５０２０-Ｆ-ＰＡ/ＰＢ(ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀﾀｲﾌﾟ) 

 

＜ドライバパフルステップの場合＞ 

 
                          動作パルス数(パルス) 
        ①出力ロッドの移動量(ｍｍ)  ＝       
                             ２５０ 

 

                           動作パルス数(パルス/Ｓ) 
        ②出力ロッドの送り速度(ｍｍ/ｓ) ＝ 
                              ２５０ 

 

(注) 

ドライバハーフステップでは上記計算式の分母を５００に変更して計算してください。 

ロッド送り速度は最大送り速度１０ｍｍ/ｓを越えないようにしてください。 
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6．保管概要 
 

リニアアクチュエータを一時保管したり、長期間使用を休止する場合は次頁について配慮してください。 

また、長期保管後は必ず試運転（５項の試運転参照)をおこない、動作状態を確認してください。 

 

6-1 保管場所 
 

◆チリ・埃・水滴のかからない場所 

◆有害なガスや液体のない場所 

◆保存温度：－２０℃～５０℃ 

◆保存湿度：２０～８０％ＲＨ(結露なきこと) 

◆振  動：２４.５ｍ/ｓ２(２.５Ｇ)以下の所 

 
6-2 錆防止対策 

 

◆出力ロッド（3.構造および各部名称参照）側面には、防錆油またはグリースを含んだ 

ウエス等で薄く防錆処置をして保管してください。 

 

◆軸受け部や送りネジ部等の錆防止の為、３ヶ月毎にリニアアクチュエータを±２５ｍｍの 

範囲で数回往復運動をおこなって下さい。 

 

◆吸湿対策として、リニアアクチュエータをビニールシート等で密封し、シリカゲル等の 

吸湿剤を入れておくことをお勧めします。 

 

  
6-3 保管姿勢 

 
◆保管姿勢は水平状態とし、各種リード線を潰さないよう配慮してください。 

 

以上、リニアアクチュエータの取扱いについて説明いたしました。 

突発的な自体が発生した場合は、銘板に記載してある型式とＮｏ.を確認の上、代理店または当社営業所へ 

ご連絡下さい。故障の場合はその内容をできるだけ詳細にお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お断り：製品の改良の為、予定なしに仕様を変更する場合があります。 

 
 
 
 



 

 

本製品の保証期間および保証範囲は、次の通りとさせていただきます。 

■保証期間 

技術資料および取扱説明書に記載された、各項を遵守してご使用頂く事を条件に、納

入後１年間、または当該品につき運転時間２，０００時間のどちらか早い到達時期と

させていただきます。 

■保証範囲 

上記保証期間内において、弊社の製造上の不具合により故障した場合は、当該品の修

理、または交換を弊社側の責任において行います。 

ただし、次に該当する場合は、保証対象範囲から除外させていただきます。 

①お客様の不適当な取り扱いまたは使用による場合。 

②弊社以外による改造、または修理による場合。 

③故障の原因が当該品以外の事由による場合。 

④その他、天災など弊社側に責任がない場合。 

保証期間と保証範囲
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